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熊野警察署協議会議事録

令和４年度第３回熊野警察署協議会

日 時 令和４年12月20日（火）午後３時～午後４時30分
場 所 熊野警察署３階会議室

１ 警察署協議会委員 ４名
市村治委員、大久保玲子委員、下和田貞明委員、前川直毅委員

出 席 者 ２ 警察署 ６名
署長、副署長、生活安全刑事課長、地域交通課長
会計係長、警務係長、警備係長

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開

議 事 概 要

１ 警察署長挨拶
２ 管内概況等の説明（警察署長）

(１) 刑法犯認知件数
「本年、11月末の管内の刑法犯認知件数は33件であり、前年同期比

で11件減少している。罪名は窃盗や傷害、暴行事件などがある。」旨
説明した。

(２) 特殊詐欺の認知件数
「本年、11月末の管内の特殊詐欺の認知件数は２件であり、架空請

求詐欺と還付金詐欺がそれぞれ１件ずつ発生している。」旨説明した。
(３) 交通事故発生状況

「本年、11月末の管内の交通事故発生件数は、人身事故８件、物損
事故284件であり、前年同期比では人身事故は同数、物損事故は18件増
加している。」旨説明した。

３ 協議内容(社会情勢に応じた警察署の在り方について)
(１) 110番通報の動画送信について
＜委員＞ 先日、110番通報時に通報者から警察へ事件・事故の状況を

動画で送信することができると新聞等で見たが、具体的な利
用方法が分からないので教えてほしい。

【署長】 通報者にワンタイムURLが送信され、動画送信の許可を受け
ると動画を送信することができる。
当署では、来年１月10日の「110番の日」など、あらゆる機

会を通じて具体的な利用方法を広報する予定である。
＜委員＞ 動画送信については、スマートフォンで行うと思うが、熊

野市に住む高齢者はスマートフォンを持っていない人も多く、
携帯電話機の電波が不感地帯の場所も多く残っている。
そのようなインフラ整備も併せて行っていくべきではないか。

【地域交通課長】 動画送信に対応している機器についてはスマート
フォンとタブレット型端末であるため、従来の携帯電話機で
の利用ができるか本部主管課に確認する。
利用方法に関する広報と併せて検討していく。
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＜委員＞ 私もスマートフォンを持っているが、細かな使い方は分か
らないため、動画送信の利用方法について教示を受けてもで
きない。
若い世代ならできるだろうが、高齢者世代では活用できな

いと思う。
【地域交通課長】 そのような意見があることを本部主管課へ報告し

ておく。
(２) 駐在所の存続について
＜委員＞ 私たちは事件に巻き込まれるようなことがあれば駐在所へ

行くようにと昔から教えられている。
動画を送信するシステムも大事であるが、駐在所を残して

実際に警察官がいてもらえる方が安心できる。
【地域交通課長】 そういった地元住民の方々の意見があることを本

部主管課に報告する。
(３) 市内を走行する大型車両のマナー等について
＜委員＞ 紀宝熊野道路の建設に伴い、大型ダンプが頻繁に走ってい

るが、山間部であるため木々を避けて走行しており、対向車
線にはみ出して危険なので何らかの対策ができないか。

【地域交通課長】 一度、現地を確認した上で、道路管理者である国
交省と連係し、木々の伐採や工事事業者への指導を行ってい
きたい。

(４) 防犯カメラの設置状況について
＜委員＞ 最近は事件が発生すると防犯カメラの捜査をすると聞いた

が、熊野市には防犯カメラがほとんどないように思うが、ど
こに設置されているのか。

【副署長】 防犯カメラはコンビニなどの店舗には設置されているが、
市内にはほとんど設置されていない。
自治体によっては予算を設けて防犯カメラを設置している

ところもある。
熊野市に対しても要望はしているが、予算の関係で現時点

設置できないとのことである。
(５) 信号周期について
＜委員＞ 熊野市久生屋町にある信号機の周期が以前は感知式でスム

ーズだったが、今は周期式になった。
周期式になったことで信号待ちの車がいないにもかかわら

ず、信号が赤になり、効率が悪く実情にあっていないので、
何か対策はないか。

【地域交通課長】 信号機は交通量を調査した上で周期などを決定し
ている。
一度現地の状況を確認して対応する。

備 考 報道機関２社２名


